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胎盤血流動態
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〔目的〕　臓器組織の機能保持は、血流循環に負うと

ころが大であるという観点からすれば、胎盤機能は先

つもつて拭毛間腔の皿流を左右する胎盤血流動態によ

つて支配されていると考えられる。我々は母児に殆ん
ど影響のないと考えられる9gMTC－albUmin　l　mCiを用

い、胎盤におけるdynami　cなproces8を胎盤皿流動態

（placental　blood　flow　P　B　F）として、91例の妊産

婦について検討したo

とくに妊娠中毒症例、胎盤機能不全例、子宮内胎児死

亡例、児心音不整欠帯例、糖尿病合併例などについて

尿中Estriolなどの臨床所見や、胎盤病理所見等との関

連において興味ある知見を得たので報告するo

〔検査方法〕　患者を抑臥位となし、持続的膀胱洗糸

下において9gMTc－albuminの1mciを肘静脈よDtX）1us

として急速静注し、直ちにガンマーカメラに10×10

Rapid　S　Canθ　raを直結記録し、同時にToθbak　40　Com－

puterを直結し、64×64マトリツクス上にてdata

analysisを行ない、胎盤上と股動脈上とにROI表
示を行ない、XYプロッターにて1］lyriami　c　curveとし

て表現したQ

〔結果〕　正常妊娠時におけるPBFpattθrnは急峻

なbuild　upの後ゆるやかに下降し、後x軸に対しほ

ぼ平行となるcurveで大きな変動は見られないo妊娠

中毒症におけるPBFは細動脈のSpasnu8を思わせる
波型の急激な変動がみられ、胎盤病理所見においても

小動脈レベルでの梗塞がみられた。胎盤機能不全例で

は尿中E3の低下は勿論の事、　P　B　Fにおいてbulld

upが極めて緩徐であり、病理所見でも広範な梗塞を

呈していたo子宮内胎児死亡例では2つのpattemが

見られた。即ち膳帯過捻転など膳帯レベルでの皿行障

害により死亡したと思われるものではPBFに大きな

変動が見られず、胎盤機能不全により死亡したと思わ

れるものではPBF　Va　Spasm（rii・c　ischemiaとみられ

る波型の急激な変動がみられた。糖尿病合併症におけ

るPBFでは虚皿を示す波型の変動が見られ、病理所
見では明らかに虚血によると思われる皿atθrnal　8　idθ

の皿管変化を証明し得たo
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　　小児腎シンチカメラの検討
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　昭和47年5月以来，北里大学病院で行つた小児（15
才以●T）D腎シンチカメラがloo例を越えたので，統

計的観察を加え若干の検討を行つたので報告する。

　使用装置はNuclear　Chicago製HP型シンチカメラで，

de七a処理は附属miniComPuterによつた。

　対象症例は，昭和52年6月までで，生後2日目より
15才に至る132例で，総計174回の腎シンチカメラを行

つている。同期間での本検査の総数は2005回であり，

小児例は全体の約8．5％に相当する。使用核種は，
static　imageとしては，当初は203Hg－Chlorrnerodri．n，

19ワH9－ch10me　rodrin，などを用い，最近では99mT（”

PAO，その後現在では99mTc－DMSを使用している。

投与量は当然，年令，体重および核種により異なり，
例えば99冊c－DMsでは，50cptioi～コrnoiとなつている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o動態検査としては，当初は1311　－hipPuran（150へ600

，uCi）を，現在では99「「！rc－DTPA（1～4mCi）を用いて

いる。年令別にみると，生後1ケ月以内6例，1～6ケ

月10例，6ケ月～1才5例，その後1～5才16例，
あとは2才間隔でそれぞれ15～2ワ例程度となつてい

る。新生児が比較的多いのは，本検査が，産後一過性

腎障害などの原因を比較的容易に調べうるためと理解

されるo

　全体を通して疾患別にみると，尿路感染症および水

腎症が最も多く，両者を併せて42例となる。次いで腎

崎型8例，腎不全6例，移植腎5例などとなつている。

一般に乳幼時期では，静脈性腎孟撮影は，しばしばガ

ス像のため不明瞭となる。しかし腎シンチカメラは腹

腔内ガスと関係なく，腎の形態，機能を前処置を行わ

ず容易に検索できる点で優れている。今後更に症例の

増加とともに，各年令層の撮影条件の検討，腎生理的

にみた腎機能の発達の比較検討なども試みたいと考え
ている。
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